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佐

井

観

光

音

頭

な
ど
で
き
る

み
ん
な
で
覚
え
ま
し
ょ
う

＝
。
月
七
日
佐
井
小

学
校
講

堂
で

約
百

人
の
観

客
を
む
か
え
、
佐
井

観

光
音
頭

な
ど

の
発
表

が
行

な
わ
れ
た
。

こ
の
発
表
会

で
は
、
佐

井

観

光

音

頭
、
佐
井
観
光
新
民
頷
、
佐
井
観
光
ブ

ル
ー
ス
の
紹
介
の
あ
と
、
作
詞
・
作
隴

者
吉
川
代
策
さ
ん
、
拙
作
佐
々
木
幸
子

さ
ん
、
振
付
佐
々
木
八
つ
さ
ん
（
本
村

出

身

旧

性

三

戸

）

に

感

謝

状

が

お

く

ら

れ

た

。ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

で

は

、

婦

人

会

に

よ

る
音

頭

、

民

謡

の
踊

り

と
音

楽

一
家

（

佐

々
木

さ

ん

宗

族

）

の

エ

レ

ク

ト

ー

ン
、

ピ

ア

ノ

、

ア

コ

ー

ギ
ノ
ー万

ソ

に

よ

る

演

奏

言

帚

を
閉

じ

た

（
写
一
具

は

佐

井

村

覬

光

民
謡

発

表

会

）

佐

井

観

光

音

頭

作
詞
・
作
曲

吉

田

代

策

補

作

佐
々
木

幸

子

○

佐
井
の
ど
こ
で
も
ヨ
ー

が
れ
る
夕
日
は

チ
ョ
イ
ト

岫

髓

匸

瑞

卵
な

ニ
シ
心
心
輿

兀
る

な
ん
と
言
お
う
か

エ
ー
ソ
レ
ソ
レ
ソ
レ

ーＪ
八

八

匸

气

表
わ
せ
ぬ

め
お
と

Ｏ

女
夫

が
ん
か
け

ヨ
ー

陸

に
つ
づ
く
は

チ

ョ
イ
ト

お
と
こ

の
岩

で
沖

に
見

え
る
を

ニ

シ
お
ん
な
岩

何
処
で
会
う

の
か

エ
ー
ソ

レ
ソ

レ
ソ

レ

む
ら
そ
の
お

神
の
岩

山

村

公
園

目

ほ
と
け
が
浦

に

ヨ
ー

船

で
え

ご
う

か

『
チ
ョ
イ

ト

タ
ク
シ
ー

に
し

よ
う

か

ア
ベ
ッ

ク
え
ぐ
な
ら

』

シ
テ

ク
シ
ー
で

縫
道
石

山

ニ
ー
ソ

レ
ソ

レ
ソ

レ

は
ず

み
そ
ぎ
す

る
な
ら

恥
か
し
や

佐 廾村穏光おん ご ｊ乍 詞
梛 曲 儘 田 代 気
埔 作 碓 々木ヽ 幸 チ



佐
井
観
光
ブ
ル
ー
ス

○

佐
井
の
港
は

今
宵
も
晴
れ
て

遠
く
チ
ラ
ホ
ラ
ま
た
た
く
ネ
オ
ン

あ
れ
は
（

コ
ダ
テ

あ
の
娘
の
故
郷

恋
の
よ
な
よ
な
キ
ャ
ン
プ
に
明
け
て

あ
あ
倨
ば
れ
る

矢
越
の
夜
を

君
如
何
に

お
わ
す

Ｏ

想
い
下
北

福
浦
馳
せ
て

恋
を
育
て
た
凪
風
い
と
し

愛
の
ち
ぎ
り
は

お
ん
な
の
命

き
っ
と
嫁
ぎ
ま
す
あ
な
た
の
浜
へ

む
ら

あ
あ
佐
井
邑
は

忘
れ
ら
れ
ず
に

恋
し
ゆ
て
泣
け
る
の
さ

て
ん
り
ゅ
う

に
ょ
ら
い

日

天
竜
か
ん
の
ん

如
来
の
道
に

五
百
ら
か
ん
像

造
り
て
美
し

な
み
か
ぜ
し
ん
ぎ

佐
井
の
洋
風

神
技
か
仏
技

た
れ
か
名
付
け
て

仏
ヶ
浦
と

そ
う
ご
ん
び

あ
あ
こ
の
荘
厳
美

世
紀
を
越
え
て

占
り
残
匸
に
欲
し
や

孤 并計 観 光 ダルース、 騨．詞
作 曲 古 田 べ 笈
補 作 よ 々 淞 掣 チ

佐

井

観

光

新

民

謡

や

ま

○

百
合

の
花
咲

朝
比

奈
山
系
を

ヨ
ー

い
ぶ
り
こ

下
り

や
胆

振
鉅
サ
ソ
イ
の
佐
井

も

ヨ
ー
イ

ト
サ
ッ

サ

矢

越
ヤ
ク
ウ
シ

福
浦

フ

ク
ラ

あ
あ
磯
谷

牛

滝
何
処
も

Ｉ
ゾ
語
の

サ
ア

ほ
と
け

オ
タ

仏
宇

田

○

射

る
は
頼
義

弓
矢

は
飛

ん
で

ヨ
ー

越
え

た
岬

を

矢

越
と
と
だ
え

ヨ
ー

ト
サ
ッ

サ

落
ち
た
部
落

を

磯
谷

と
呼

ん
で

あ
あ
佐
井

の
歴
史

と

ヨ
ー

さ
と
な
か
た

郷
名
語
る
で

サ
ア

お
も
し
ろ
し
む
べ

な
り
し

ほ
ん
じ
ん
み
や

㈲

守
護

の
本
陣
宮

八
幡

や
し

ろ

ヨ
ー

南

部
再
建

古
く

は
源
氏

ヨ
ー
イ
ト
サ
ッ
サ

原

田

磯

谷
に
矢
越

も
（

チ
マ
ソ

あ
あ
長
後
福
浦

ヨ
ー

い
な
り

神
社

で
サ
ア

ま
つ

牛
滝

は
明
神
祀

る

佐 井対観 光荷氏、址（氏汕調）
作 詞
芍 曲 吉田 代 策
檳 分 雅．々漱 幸 チ



昭

和
四
十

六

年
度

赤

十

字

社

員

増

強

運

動

毎
戸
に
一
人
は
赤
十
字
社
員
に
加
入
し
よ
う

２月１日～３月３１日

赤

十
字

社

砂
平
に

匸
凹
皆

様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
く
「

赤
十
字
社

員
増
強
連
動
」

を

本
県

で
は
二

月
一
囗

か
ら
三

月
末

日
ま
で
の

二

ヵ

月

間

を
、

も
っ
ぱ
ら
新
加
入
社
員

の
増

加
を
目
指
し
て
木
運
動

を
実
施

す

る
こ
と

に
な
り

ま

し

た
。

こ

の
運
動

は
、
皆

さ
ん
、小

奈
囂
匚
参

り
青
坤
と
抔
賈
と
里

解
し
、
毎
戸
が
赤
十
字
社
員
に

加
入
し
て
事
業
資
金
と
な
る
「
社
費
」

を
納
め
て
い
た
だ
く
運
動
で
す
。

赤
十
字
社
は
、
博
愛
と
人
道
を
か
か

げ
ろ
国
際
赤
十
字
の

匸
貝
と
し
て
、
国

民
の
中
に
あ
り
、
国
民
の
た
め
に
働
い

て
い
る
民
間
の
奉
仕
団
休
で
あ
り
、
人

類
の
幸
福
と
平
和
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
が

赤
十
字
社
業
の
趣
旨
に
御
諚
同
さ
れ
、

加
入
下
さ
る
よ
う
奉
仕
者
（
委
員
）
が

お
伺
い
さ
れ
ま
し
た
ら
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

一
、
社
長
の
社
費
に
つ
い
て

今
年
四
月
一
目
か
ら
社
員
規
則
が
改

正
に
な
り
、
三
百
円
以
下
の
場
合
は
賛

助
金
と
な
り
ま
す
の
で
、
三
月
末
日
ま

で
に
切
替
え
、
こ
れ
に
加
算
し
三
千
円

に
な
れ
ば
特
別
社
員
の
称
号
が
贈
ら
れ

ま
す
。

○
特
別
社
員
と
は
（
左
の
金
額
は
四

十
六
年
四
月
一
目
か
ら
三
儕
に
な

り
ま
す
。
）

銀
色
社
員

一
時
金
三
千
円
又
は

三
百
円
を
十
回
納
入

金
色
社
員

一
時
金
一
万
円
又
は

千
円
を
十
回
納
入

○
有
功
章
社
員
と
は
（
右
と
同
じ
）

銀
色
社
員

一
時
金
五
万
円

金
色
社
員

一
時
金
十
万
円

完
納
さ
れ
た
人
に
は
門
標
、
社
員
証

書
禪
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

「
昭
和
四
十
五
年
度
社

員

増
強

運

動
」
で
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
次
の
よ
う
な
実
績
で
し
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
目
標
額

一

匸
一
、
七
〇
〇
円

一
、
実
績
額

一
九
二
、
一
一
五
円

二

七
〇
・
五
石
）

ご
遺
族
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ

死
亡
公
報
の
補
完

通
知
に
つ
い
て

終
戦
以
来
は
や
二
十
六
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

驚
異
的
と
も
い
わ
れ
る
経
済
復
興
を

目
の
あ
た
り
に
し
、
振
り
返
っ
て
遠
く

異
境
の
地
に
お
い
て
、
国
を
想
い
、
家

族
を
案
じ

つ
つ
戦
没

さ
れ
ま
し

た
方

々

を
し
の

び
ま
す
と
き
、

ま
こ

と
に
感
無

量
と
中
す
ほ

か
あ
り
ま

せ
ん
。
戦
没

者

に
対
し

ま
す
叙
位
、
叙
勲

も
順
調

に
進

ち
ょ
く
し
て

お
り
ま
す

お
り

か
ら
、
ご

遺
族
と
し
と
し
、
あ
ら
た
め
て
戦
没
さ

れ
た
肉
親
に
思
い
を
馳
せ
て
お
ら
れ
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

最
近
、
ご
遺
族
、
戦
友
団
体
の
戦
跡

訪
問
も
行
な
わ
れ
、
詳
し
い
戦
闘
状
況

等
は
別
と
し
て
も
、
せ
め
て
戦
没
し
た

島
な
り
、
お
お
よ
そ
地
点
ぐ
ら
い
は
ぜ

ひ
承
知
し
た
い
と
の
ご
遺
族
の
ご
希
望

に
接
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

死
亡
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
陪

差
し
上
げ
ま
し
た
死
亡
公
報
（
死
亡
通

知
）
に
よ
り
ご
承
知
願
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
軍
の
機
密
保
持
等

の
特
殊
な
事
情
か
ら
死
亡
場
所
の
細
部

に
は
触
れ
な
か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
す

の
で
国
お
よ
び
都
道
府
県
に
お
き
ま
し

て
は
、
今
後
お
お
む
ね
五
ヵ
年
の
間
に

こ
れ
ら
の
方
々
の
死
亡
場
所
の
細
部
に

つ
い
て
調
査
し
、
あ
ら
た
め
て
ご
遺
族

に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し

た
。こ

の
時
期
の
戦
没
者
の
対
象
は
、
全

国
で
旧
臘
軍
関
係
で
は
昭
和
二
十
年
一

月
一
日
か
ら
昭
和
二
十
一
年
六
月
十
四

囗
ま
で
の
間
に
発
行
し
た
死
亡
公
報
の

も
の
約
二
十
四
万
七
千
件
、
海
軍
関
係

で
は
昭
和
十
七
年
二
月
三
日
か
ら
昭
和

二
十
二
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
発

行
し
た
死
亡
公
報
の
も
の
約
二
十
四
万

一
干
件
で
あ
り
ま
す
が
、
対
象
と
な
る

戦
没
者
に
つ
い
て
、
除
籍
時
の
本
籍
の

都
道
府
県
が
死
亡
公
報
を
補
完
し
、
そ

れ
ぞ
れ
通
知
い
た
す
こ
と

に
な
り
ま

す
。な

お
、
ご
遺
族
の
う
ち
、
老
齢
等
に

よ
り
死
亡
公
報
の
補
完
の
通
知
を
早
期

に
希
望
さ
れ
ま
す
方
、
ま
た
対
象
期
間

外
の
死
亡
公
報
の
も
の
で
あ
っ
て
も
死

亡
場
所
の
細
部
が
あ
き
ら
か
で
な
く
、

死
亡
公
報
の
補
完
を
希
望
さ
れ
ま
す
方

は
、
次
の
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
死

亡
公
報
補
完
の
申
立
書
を
、
役
場
（
民

生
課
）
ま
た
は
青
森
県
民
生
労
働
部
社

会
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

記

１
．

戦
没
者
の
除
籍
時
の
本
籍
、
所

属
部
隊

身
分
（
階
級
）
、
氏
名

（
生
年
月
日
）

２
．

死
亡
公
報
（
死
亡
通
知
）
等
に

記
載
さ
れ
て
い
た
「
死
亡
年
月
日

」
と
「
死
亡
場
所
」

３
．

ご
遺
族
の
本
籍
、
現
住
所
、
戦

没
者
と
の
続
柄
、
氏
名

丗界の瓸い

交通安全



漁

業

組

合

の

創

立
前

後
（
抄
記
）

人

石

健

次

郎

明

治
三

十
五

年
七
月
一

目
に
漁
業
法

が
で
き

た
。
郡
内

各
所
で
も

組
貪

が
作

ら

れ
は
じ
め
、
三

十
六
年

に

は

関

根

浜
、
野
牛
、

大
畑
な

ど
で
創

立
さ
れ
、

尻

労
、
石

持
で
は
産
業

組
合
法

に
よ

っ

て

。「

無
限
責

任
漁
業
共
同
組
合
」

が
作

ら

れ
た
。

こ
う
し

た
気
運
は
佐
井

に
も
み
な
ぎ

り
、
菊
池

常
次
、
七
戸
市
太
郎
、
岩
崎

丑
松
、

若
山
常
太
郎
、
田
名
部
長

吉
の

五
人

が
発

起
人
と
な

っ
て
、
十
余

回
心

あ

つ
ま
り

、
規
約
、
初
年
度
予
算

な
ど

を

つ
く
り
、
創

立
総
会

に

お
よ
ん

だ
。

第
一

回
事
業

報
告

書
に
よ
れ

ば
、
創

立

総
会

は
明

治
三

十
五
年
七
月
十
二

目
、

十
三
日

の
両

日
に
わ

た
り
、
最
終
的

に

は
三

十
六
年
三

月
二
十
日
に
『
右

之
通

り
本
県
知
事

二
於
テ
修
正

認
可

セ
リ
』

と
発
表
さ
れ

た
。

そ
の
規
約
内
容

は
、
第

一
章
総
則
、

第
二

章
組
合
員

ノ
加
入
及

ビ
脱
退

、
第

三
章
理
事

及
ビ
監
事
、
第
四
章
会

議
、

第
五
章
会
計

、
第
六
章
漁
業
権

ノ
享

有

行
使
及

ビ
漁
業

方
法

、
第
七
章
違

約
者

処
分
、
第

八
章

解
散
。
明
治
三

十
五
年

度
経
費
賦
課
徴

収
法

。
規
約
中
変
更

追

加
ノ
件

。
―

な
ど
で

、
三

十
六
年
三

月
二
九
日
午
前

一
〇

時
長
福
寺
で
臨

時

総
会

を
ひ

ら
い
て
い
る
。
役
員

は
理
事

三

名
菊
池
常
次
（

理
事
長
）
、
能
登
繁

太
郎
、
七
戸
市

太
郎

、
収
入
役
一
名
、

松
谷
伝
四
郎
、

監
事
二

名
、
若
山
常
太

郎
、
大
坂
嘉
十
郎
で

、
組
合
員
数
は
創

立
当
時
（
三
二
二
名

）
、
そ
の
後
加
入

（

三
名
）
、
三

十
七

年
三

月
除
名
（

三

名
）
、
転
出
者
（
三

名
）
と
な

っ
て
い

る
。会

計
で

は

初
年

度
収

入
高
五
二

八
円

二
六

銭
八
厘

支
出
鈩

二

一
円

五
七

銭
四
厘

三

十
七

年
三

月
末

基
金
額
一
〇

円
六

九

銭
四
厘

備
付
品
二
九
点
三
一
円
九
五
銭
也

で
あ
る
。

三
十
七
年
度
（
理
事
長
氷
匹
甼
犬
丿
彫

予
算
収
入
二
〇
二
円
五
〇
銭

予
算
支
出
一
七
一
円
三
〇
銭

四
十
三
年
度
（
理
事
長
竹
本
周
吉
）

決
算
収
入
一
七
八
円
七
〇
銭
八
厘

決
算
支
出
一
七
一
円
三
四
銭
五
厘

四
十
四
年
度（
組
合
長
太
田
長
太
郎
）

決
算
収
入
二
一
八
円
五
七
銭
八
厘

決
算
支
出
一
九
一
円
三
一
銭

大
正
二
年
度（
組
合
長
太
田
長
太
郎
）

予
算
収
入
一
八
九
円
六
六
銭

予
算
支
出
一
八
九
円
二
〇
銭

と
な
っ
て
い
る
。
尚
、
米
一
俵
の
ね
だ

ん
は
、

明
治
二
十
八
年
二
円
九
二
銭
匸

二
十
八

年
五
円
二
四
銭

大
正
元
年
八
円
三
二
銭

で
あ
り
、
こ
れ
と
比
較
す
る
と
、
組
合

経
貲
を
理
解
で
き
る
と
思
う
。

・

明
治
三
十
六
年
に
「
潜
水
器
使
用
」

で
ア
ワ
ビ
を
採
る
計
画
が
あ
り
、
三
上

医
院
に
漁
場
図
な
ど
を
陳
列
し
、
自
由

に
見
せ
た
。

大
坂
嘉
十
郎
、

浜
野
仁

作
、
柳
田
嘉
代
吉
ら
の
反
対
の
文
書
か

お
る
。
四
十
年
旧
十
一
月
に
常
信
寺
で

再
び
潜
水
器
に
よ
る
ア
ワ
ビ
採
り
の
こ

と
で
相
談
介
が
行
な
わ
れ
た
。

明
治
四
十
二
年
十
一
月

福
浦
前
浜

で
、
田
中
石
蔵
が
椽
太
庁
水
産
課
投
入

の
海
流
調
査
の
ビ
ー
ル
び
ん
を
捨
っ
て

と
ど
け
、
四
十
三
年
に
鰥
猟
船
金
單
山

丸
が
三
陸
沖
合
か
ら
海
流
び
ん
を
投
入

し
、
四
十
四
年
に
北
海
道
水
産
試
験
所

で
調
査
船
探
海
丸
か
ら
同
種
の
も
の
を

投
入
し
、
時
の
組
合
長
か
ら
詳
し
い
通

知
が
各
地
区
へ
出
さ
れ
て
い
る
。

明
治
四
十
一
年
に
「
鉱
毒
ノ
件
二
付

年
報
告
」
と
、
鉱
毒
の
海
へ
の
流
出
、

（

で
（

に
よ
る
岩
石
飛
散
と
音
で

魚

族
、
海
藻
の
被
害
が
大
き
い
こ
と
を
組

合
長
竹
本
周
吉
、
村
長
小
島
留
彦
へ
訴

え
、
四
十
三
年
に
は
仙
台
鉱
山
監
督
署

長
浅
野
兼
助
へ
訴
願
を
出
し
て
い
る
。

鉱
山
発
掴
箇
所
は
長
浜
、
沼
ノ
平
の
二

ケ
所
で
『
防
ぎ
ょ
策
を
講
ず
る
に
あ
ら

ざ
れ
ば
悔
を
百
年
に
残
し
』
な
ど
の
言

葉
も
見
ら

。
。
訴
願
入
江
福
浦
漁
師

総

代
ｍ

中

直

次

郎

、

同

村

総

代

柳

田

元

八

、
四

三

年

に

は

田

中

粂

次

郎

。
木

下

市

之

丞

と

な

っ
て

い

る

。

考

え

る

に

、

佐
井

村
公

害

第

一
号

に

当

る
文

書

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

、

‐‐‐。

註組

合

創

立
前

後

に

つ

い

て

は

、

村

誌

が
発

行

さ

れ

た

ら

、
尾

崎

、
工

藤
両

先

生

の

お
書

き

に

な

ら

れ

た

も

の

が

御

参

考

に

な
ろ

う

。

私

も
「

漁

業

の

今

昔

」

に
少

し

書

い
て

お
い

た

が

、

諸
賢

の

御

利
用

と

な

粍

は
幸

い

で

あ

る

。

たばこは村内で

． 買いましょう
あなたが毎日吸っているたばこは代

金の１８％が消費税として市町村に納付

され貴重な村の財源となっています。

旅行や、レクリエーションなどで村

内を離れるとき、ご贈答用のたばこは

ぜひ村内で買ってください。



父

の

け

が

二
位

佐
小
五

辻

淳

子

私

の
父

の
職
業

は
運
送
業
で
す

。

毎
日

車
に
乗
っ
て
い

る
の
で
、

い
つ

ど
こ
で

ど
ん
な
事
故
に
あ
う

か
わ

か
り

ま
せ

ん
。
私

は
あ
ぶ
な
い
仕
事

た
と
い

つ
も
思

っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
そ

の

目
そ

の
日
が
何

事
も
な
く
無
事
で

お
わ

る
よ
う
に
と
、
心
の
中

で

祈

る

の

で

す

。
し

か
し

、
私

の
祈
り
の

か
い
も
な

く
、
父

は
八
月
十
九
日
に
易
国
間

の
山

で
大
け

が
を
し

て
し
ま
い

ま
し

た
。

最
初

に
そ

の
こ
と
を
知

っ
た
り
は
電

話

が
か
か
っ
て
き

た
時
で
、
私

は
机

に

向

っ
て
い
た
し
、
母
は
ち

ょ
う

ど
畑
か

ら
帰

っ
た
ば
か
り

で
し
た
。

毋

が
電
話

に
出

た
と
き
、
と

つ
ぜ

ん

「

け

が
を
し

た
？

」
と
大
声
で
き
き
返

し

ま
し

た
。
母

の
顔
色
は
ま

っ
さ

お
に

変

っ
て

い
ま
し
た
。
私
も
そ

ば
に
か
け

い

っ
て
電
話

に
耳

を
か
た

む

け

ま

し

た
。「

父
さ

ん
け

が
し
た
の
。
」
と
母

に

き
い
て
み

ま
し

た
。

「

左
足

の
骨

が
お
れ
て
、
そ
れ

も
、

こ
な

ご
な

に
骨

が
く
だ
け

て

し

ま

っ

て
。
そ
れ
で
今

、
易

国
間
病
院
で
手
当

を
し
て

い
る
。
」
と
い
う
こ
と

だ
け
で

し
た
。

そ

れ
か
ら
大

急
ぎ
で
、
毋

が
い
ろ
い

ろ
と
病
院

に
持
っ
て
行
く
し
た
く

を
し

て

い
る
と
、
ま
た
電

話
が
か

か
っ
て
き

ま
し

た
。
や
っ
ぱ
り

病
院
か
ら
で
、
「

出
血

が
ひ

ど
い
の
で
す
ぐ

く

る

よ

う

に
。
」
と

い
う
電
話

で
し

た
。

「

も
し

か
し

た
ら
、
出
血
、か
ひ
ど
く

死

ん
で
し

ま
う

の
で
は
…
…
。
」
私

に

二

度
目
の
不
安

が
お
こ
り

ま
し

た
。
そ

の
夜

は
父

の
こ

と
が
心
配
で
お
そ
く
ま

で
起
き

て
い
ま
し
た
。
夜
中

に
は
、
母

と

い
っ
し

ょ
に
出

か
け

た
親

せ
き

の
人
、

の
話
で

は
、
出
血

が
ひ

ど
く
、
易

国
間

病

院
か
ら
む

つ
病
院
へ

入
院
し

た
と
い

う

こ
と
で
し

た
。

父

の
げ
が
、
続
い
て
弟

の
や

け
ど
、
毋

の
手
術

そ
し

て
祖
父
の
け

が
。

私

の
家
で

は
、
去
年

か
ら
不
幸

、か
次

か
ら
次
へ

と
続
い
て
い
ま
す
。

父
が
入
院
し

て
か
ら
三

ヵ
月
以
上

に

も
な
り
ま
す

。
た
び
た
び
父
の
み

ま
い

に
い
き
ま
す

が
、
そ

の
時
は
え
が

お
で

話
し

か
け
て
く

れ
、
何

の
心
配
も
な

い

よ
う

に
む

か
え
て
く
れ
ま
す
。
で

も
、

私

に
は
か
え
っ
て
そ
ん
な
父

の
態

度
が

さ

び
し

く
思

え
て
し

か
た
が
な
い
の
で

す

。
時

々
「
早

く
家
に
帰
り

た
い
。
」

と

い
う
父

言

伝

か
ら
も
さ

び
し

く
、

た

い
く

つ
な
毎
日

で
あ

る
と

い
う

こ
と

が
想
像

つ
き

ま
す

。

父
が

い
な

く
な
っ
て

か
ら
の
母

は
全

く
元
気

が
感
じ

ら
れ
な
い
し
、
や

っ
ぱ

り

さ
び
し
そ
う
で

す
。

私
自
身
も
、
あ

ん
な
に
働

き
者

だ
っ

た
父
の

い
な

い
毎
日

が
本
当

に
さ

び
し

く
思

い
ま
す
。

私

だ
け
で
な

く
。
家

族
み
ん
な
同
じ

気
持
で
す

。

父
の
け

が
以
来
、
私

は
、
事
故
の
本

当
の

お
そ
ろ
し

さ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
と

考
え
て
み

ま
し

た
。

事
故
は
、
家
族

み
ん
な
を
さ
び
し

さ

の
中

に
お
と
し
入
れ
、
今

ま
で
楽
し

く

明

る
く
す
ご
し

て
き

た
家
庭
を
暗

く
、

さ

び
し

く
し
て
し
ま
う
も

の
だ
と
い
う

こ
と
で

す
。

事

故
は
、
お
き
て
し
ま

っ
て

か
ら
で

は
、

も
う

お
そ

い
と
思

卜
ま
す

。

私

は
、

一
日
も
早
く
父

が
よ
く
な
っ

て
、

も
と
の
体
に
た
り
、
仕
事

に
せ
い

を
出
し

、
み
ん
な
そ
ろ

っ
た
明

る
い
家

庭

に
な
れ

る
よ
う

に
、
毎

目
毎
日

祈
っ

て
い
ま
す
。

（

一
月
号
の
佐
中
三
島
野
真

理
子

は

佐
中

一
の
問
違

い
で
し

た
の
で

お
わ
び

し
て
訂
正
し

ま
す
。
）

税金などの払込は下信へ

税金などの払込は役場までわざ

わざおいでにならなくても、下信

へ納額告知書を持参すれば納入で

きます。

今 月 の 納 税

固定資産税 ４川

納 期 限 ２月２８日

人

口

男 ２，５００ 人

女 ２，６００ 人

計 ５，１００ 人

へ１，０９９世帯・

４６．１．１．現在・－



税

金

の

申

告

と
納

税

相

談

二
月
下
旬
～
三
月
十
五
日

二
月
下
旬
か
ら
三
月
十
五

目

ま
で

は
、
昭
和
四
十
五
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
と
個
人
事
業
税
の
申
告
期
間
で

す
。こ

の
期
間
は
、
税
務
署
、
県
税
事
務

所
、
役
場
で
協
力
し
、
納
税
者
の
便
宜

を
は
か
っ
て
な
る
べ
く
同
じ
場
所
で
納

税
の
相
談
に
応
ず
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。所

得
税
の
確
定
申
告
は
、
昭
和
四
十

五
年
中
の
所
得
と
そ
の
税
金
を
計
算
し

て
、
紬
税
す
る
大
が
申
告
し
て
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
は

事
業
を
行
な
っ
て
い
る
大
、
自
由
業
の

人
の
ほ
か
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
給
与

以
外
の
所
得
が
年
間
五
万
円
以
上
あ
る

場
合
は
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ

ん
。
ま
た
、
天
災
や
火
災

を
受

け

た

り
、
多
額
の
医
療
費
が
か
か
っ
た
た
め

税
金
を
納
め
す
ぎ
に
な
っ
た
人
心
確
定

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
署
に
確
定
申
告
を
出
し

た
人

は
、
個
人
事
業
税
お
よ
び
個
人
住
民
税

の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
確
定

申
告
書
の
「
事
業
税
・
住
民
税
に
関
係

す
る
事
項
」
に
該
当
す
る
人
は
必
ず
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
を
し
な

い
人
で
も
、
個
人
事
業
税
・
個
人
住
民

税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

は
、
県
税
事
務
所
ま
た
は
役
場
に
個
人

事
業
税
ま
た
は
個
人
住
民
税
に
つ
い
て

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
用
紙
は
、
税
務
署
・
県
税

事
務
所
・
役
場
か
ら
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
人
に
対
し
て
、
二
月
中
旬
頃
ま
で

に
配
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま

す
。
（
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
部
落

の
場
合
、
申
告
相
談
囗
に
お
渡
し
し
ま

す
。
）
申
告
書
の
配
付
さ
れ
な
い
人
で

も
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
役
場

総
務
課
（
四
番
窓
口
）
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

公
害
の
豆
知
識

公
害
の
中
の
水
質
汚
濁
は
、
つ
ぎ

の
記
号
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
ま
す
。

″
Ｐ
Ｈ

″（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）

酸
性
か
ア
ル
カ
リ
性
か
を
表
わ
す

単
位
に
使
わ
れ
、
Ｐ
Ｈ
の
あ
と
に
数

字
を
つ
け
て
表
わ
し
ま
す
。
Ｐ
Ｈ
７

が
中
性
で
、
そ
れ
よ
り
数
字
が
小
さ

く
な
る
に
つ
れ
酸
性
が
強
く
な
り
、

数
字
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
ア
ル
カ

リ
性
が
強
く
な
り
ま
す
。

″
Ｄ
Ｏ
″
（
溶
存
酸
素
）

水
の
中
に
酸
素
が
い
く
ら
溶
け
て

い
る
か
を
表
わ
す
も
の
で
す
。
生
物

の
生
存
、
自
然
浄
化
作
用
の
た
め
に

も
値
が
大
き
い
ほ
ど
よ
い
の
で
す
。

″
Ｃ
Ｏ
Ｄ
″
（
化
学
的
酸

素
要
求

量
）

水
を
汚
な
く
す
る
原
因
と
な
る
物

質
を
測
定
す
る
た
め
、
酸
化
剤
を
入

れ
て
み
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
物
質
が

酸
化
さ
れ
、
酸
化
物
と
ガ
ス
体
に
な

る
と
き
消
費
す
る
酸
素
の
量
を
表
わ

す
も
の
で
す
。
従
っ
て
こ
の
値
が
少

な
い
ほ
ど
有
機
物
が
ま
じ
っ
て
い
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

″
Ｂ
Ｏ
Ｄ
″
（
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
）

Ｃ
Ｏ
Ｄ
は
薬
品
（
酸
化
剤
）
を
使

っ
て
調
べ
る
方
法
で
す
が
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ

は
薬
品
の
か
わ
り
に
好
気
性
バ
ク
テ

リ
ア
な
ど
微
生
物
を
使
い
、
そ
れ
に

有
機
物
を
食
べ
さ
せ
、
こ
の
と
き
消

費
さ
れ
る
酸
素
量
を
表
わ
す
も
の
で

す
。

″
Ｓ
Ｓ
″
（
浮
遊
物
）

水
の
外
見
的
な
濁
り
の
こ
と
で
、

値
が
大
き
い
ほ
ど
濁
っ
て
い
る
こ
と

を
表
わ
し
ま
す
。

健 康 相 談 室 移 転 の お 知 ら せ

従来大佐井にありました健康相談室は、今度古佐井浜町に移転しまし

た。（木下クリーニング店向い）

血圧測定、乳児の健康相談、妊婦の検診、その他何でもご 相談 下 さ

い。

民 生 課

戸

籍

の

窓

口

１
月
２０
日
現
在

お
誕
生
お
め
で
と
う

鹿
島
優
子
（
父
羌
）

大
佐
井

松
谷

聡
（
父
勇
助
）
大
佐
井

根
岸
博
美
（
父
守
）

原

田

磯
川
清
志
（
父
菊
雄
）
古
佐
井

新
田
義
美
（
父
春
雄
）
古
佐
井

川
岸

幹
（
父
一
彦
）
大
佐
井

ご
結
婚
お
め
で
と
う

伝

法

喜

美
夫
（

風
間
浦
村

）

島

野

と
し
江
（

大
佐
井

）

山

囗

辰

男
（

川
内

町
）

木

部

か
ず
子
（

原

田
）

若

山

繁

光
（

古
佐
井

）

原

方

玲

子
（

青
森

市
）

宮

沢

敏

行
（

矢

越
）

平

よ
し
子
（

豊
里

町
）

中

村

春

雄
（

古
佐
井

）

徳

田

う
め
子
（

川
内
町
）

川
真

田

健

二
（
鴨

島
町
）

田

中

あ
き
よ
（
福

浦

）

細

野

登
喜
雄
（
川
越

市
）

田

中

京

手
（
福

浦

）

横

浜

新

一
（
原

田

）

工

藤

干

枝
子
（
釧

路
市
）

Ⅲ

中

宗

之
輔
（
福

浦

）

福

士

美
津
子
（

青
森

市
）

西

脇

栄
（
勝

山
市

）

鹿

島

桃

子

（
原

田

）

猖

囗

一

次
（
大
佐
井

）

伊

達

由
利
子
（
珠
洲

市
）

米

田

正

美
（
豊
田
村

）

鹿

島

よ
し
子

（
原

田

）

宮

沢

敬

一
（
大
佐
井

）

松

木

東

廼
（
水
戸

市
）

宮

崎

武

治
（
三
沢

市
）

木

部

と

し
（
原

田

）

佐

藤

文

雄
（
川
内

町
）

樋

口

ま
り
手
（
大
佐
井

）

奥

本

英
太

郎
（
大

佐
井

）

船

橋

光

江
（
平

内
町
）
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